
 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の深まりとともに 
校長 笠井 賢吾 

 

令和６年度 重点教育目標・スローガン 

 

 

 

 

  

 

 

木々の紅葉も終わりに近づき、道路や学校周辺には落ち葉が風に吹かれて踊っています。気温も

下がり、冬の足音が聞こえてくる季節となりました。学校では学芸会に向けての取組が進んでいま

す。音楽室から聞こえる楽器の音色、体育館や教室から聞こえる大きな声の台詞、劇の動きを確か

めながら廊下を歩く姿。どれをとっても、子どもたちが楽しみながら前向きに練習に取り組んでい

ることが伝わってきます。先週の全校朝会で、子どもたちに３つのことを問いかけました。①たく

さんの笑顔で取り組んでいますか？②元気に進んで自分の役割にチャレンジしていますか？③最

後まであきらめずに練習に取り組んでいますか？です。これは、今年度のスローガンにある「～笑

顔いっぱい 元気にチャレンジ 最後まで～」を意識してほしいという思いからです。日々の学校

生活の積み重ねを大切にしながら、学芸会を一つのポイントとして子どもたちの成長を確かめたい

と考えています。 

 学芸会のテーマは『笑顔へみちびく ステージでかがやく新世界！』です。学芸会は、日々の学

習の成果を総合的に発表することで、自主性や創造性、表現力や鑑賞力を培うことや、言語や音楽

に対する感性を育てることを目標にした行事です。本番では練習通りにいかない場面もあるかと思

いますが、参観している皆様からの温かい励ましや大きな拍手が自信を深め、次への意欲の高まり

につながります。東小は他校に比べると、子どもたちの出番が多いです。その分苦労することもあ

ると思いますが、全てが貴重な経験と自信につながります。東小だからこそ体感できるあたたかで

すばらしい学芸会となるよう、「子どもに安心感、保護者に共有感、教職員の一体感」を大切にし

ながら、みんなで創り上げていきたいと考えています。 

 一方、日々の授業では、自分の考えを友だちと交流することで自分の考えをより深めたり広げた

りする活動を取り入れた、「対話」を重視した子どもが主人公の授業づくりを進めています。「対話」

をすることで、大切だと言われている「多様な考え方を認める力」の育成にもつながります。鉛筆

やノートなどの文房具と同様に、タブレット端末も学習用具の一つととらえ、自分で学び方を選択

する場面も増えてきています。ここ数年で、学び方が大きく変化してきています。しかし大切なこ

とは、予測困難な未来を子どもたちが社会の形成者として力強く生きていくための力を育成するこ

とです。 

「学芸会」という行事と「日々の学習活動」、どちらも子どもたちの学びを深め、可能性を広げ

るために必要なことです。生き生きと表現し、進んで学ぶことにつながることを願っています。 

千歳市立東小学校  学校だより  NO.８ 

 

  千歳市立東小学校 校長 笠井 賢吾 
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ひ がし

 

◆子どもに安心感 ◆保護者と共有感 ◆教職員の一体感 

がある東小学校 

～ 笑顔いっぱい 元気にチャレンジ さいごまで ～ 



                                                                                                                             

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



  

                                                                                                                             

 

  


